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〜発行者からのお知らせ〜            

23年度から、Web サイト湘北 SDGs

を開設し、授業や大学全体の取り組みを

紹介しています。 

 

ニュースレターでは、           

Web サイトに掲載した記事の中から、 

学科の授業や部門ごとの活動を、    

カテゴリー別にまとめて紹介していきます。 

 

今後とも湘北短期大学は        

地域に根ざした教育機関として    

「Think  Globally, Act Locally」を 

合言葉に、社会課題の解決にむけて  

持続可能な未来の創り手を       

社会に送り出してまいります。 

 
 

 

 
 

( 【授業紹介】「SNS とダイバーシティ」渡邊 佑 氏による特別授業 

〜障がい者活躍推進の事例 〜を実施（2024 年 10 月） 
リベラルアーツ科目「SNS とダイバーシティ」（1 年生・2 年生選択科

目）では「障がい者活躍推進の事例」と題し、プロフェッショナルコーチであ

り、障がい者向けキャリアスクール D-Biz College を設立した渡邊 佑

氏に特別授業を行っていただきました。 

障がい者雇用は多くの場合「就労」がゴールとなっており、企業側も従

業員側も「働きがい」や「生きがい」への視点が欠けている現状に疑問を持

ち、障がい当事者のキャリアアップやキャリアの充実・起業等のきっかけ作り

を行うため起業した渡邊氏のお話に、受講生たちは障がいに対し画一的

なイメージを持っていたことに気付かされたようでした。  「障がい」という線

引きではなく、個人の特性に目を向ける必要性は、卒業後にキャリアを構

築する受講生たち本人の立場にもつながる話であり、他人にも自分にも

可能性を制限しないことの大切さを感じたようです。 

（リベラルアーツ科目 非常勤講師 二宮 朋子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

( 【授業紹介】 「SNS とダイバーシティ」工藤 由佳 氏による特別授～女性活躍推進の実態～を実施 

（2024 年 10 月） 

リベラルアーツ科目「SNS とダイバーシティ」（1 年生・2 年生選択科目）では「女性活躍の実態」と題し、

起業家・大学院生・2 児の母と 3 つの立場で活躍する工藤由佳氏に特別授業を行っていただきました。 

 

大学卒業後、働く女性のロールモデルが乏しい

中で、大手コンビニチェーングループ会社の代表取

締役副社長まで昇進。その後研究者として渡仏

し、2024 年に起業された工藤氏の体験を交え

ながら、男女雇用機会均等法や育児・介護休業

法、女性活躍推進法など法令の変遷に対しての

現状を豊富なデータとともにお話いただきました。 

日本国内においては上昇傾向にある女性管理

職比率も国際的には依然水準が低く、根底には

長時間労働が常態化した企業体質や社会には

びこる性別役割分担意識があることについて、受

講生たちは驚きをもって受け止めていました。  

講義後は「意思決定の場に女性がいないことで、災害備蓄としての生理用品が十分に用意されないことにつ

ながっていて驚いた」「男性育休の取得が当たり前になってほしいと思った」「私たち一人ひとりが、性別にとらわ

れない考え方を持つことで、未来の社会はもっと良いものになっていくはずだと強く思った」といった感想が寄せら

れました。                          （リベラルアーツ科目 非常勤講師 二宮 朋子） 
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